
３ 育みたい資質・能力について 

 

「保育所保育指針」「幼稚園指導要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」及び小学校以

上の「学習指導要領」において、育みたい資質・能力として「知識及び技能（の基礎）」「思考力、

判断力、表現力等（の基礎）」「学びに向かう力、人間性」の 3 つの柱に整理されています。就学前

施設での教育・保育と小学校以降の教育のつながりについて理解することが大切です。 

 

 

<育みたい資質・能力「３つの柱」の共有> 

  「知識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基礎」「学びに向かう力、人間性」の 3 の

柱については、「保育所保育指針」「幼稚園指導要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

が示している 5 領域（健康・人間関係・環境・言葉・表現）の枠組みの中で、育んでいくことが可能として

整理されており、施設類型を越えて共有し教育・保育を実践していくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びに向かう力・

人間性等

知識・技能の基礎
思考力・判断力・

表現力等の基礎

環境を通して行う 

教育・保育 

心情、意欲、態度が育つ中で、いか

によりよい生活を営むか 

 

【目指す人間像】 

  「ふるさと宇治」を愛し、グローバルな視点に立ち、 

社会の変化を前向きにとらえ、主体的に考え行動し、 

よりよい人生と「あすの宇治を造り出せる人」 
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<「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共有> 

 

５領域の内容等を踏まえて、５歳児修了時までに育ってほしい具体的な姿として、育みたい資

質・能力の 3 つの柱を踏まえつつ、「10 の姿」が示されています。就学前施設のみならず、小学校

においても共有していくことが大切です。 
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